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①技術の要約

三次元環境に存在している文字列を斜めから撮影すると、文字列に傾斜ひずみが生じる。本発明によると、文字列を
構成する各文字の傾斜角度が異なる場合でも、1文字ごとに直立した文字画像として補正でき、三次元環境に存在して
いる文字列を撮影して文字認識する場合に好適な文字列の傾斜補正が行える。

②発明の効果

三次元環境に存在している文字列をカメラなどで撮影して、その撮影した画像から文字列を認識する技術が各種開発
されている。このような場合には、例えば紙に印刷された文字列を認識する場合と異なる点として、文字列を正面から撮
影するとは限らないため、傾斜した文字列として撮影されてしまう場合がある。従来方法では文字列全体を同じ傾斜角で
補正している。実際の三次元環境に存在している文字列をカメラで撮影した場合には、横一列に並んだ文字列の先頭文
字から終端文字まで、均一な状態で傾斜していることは稀であり、文字列内の一部の文字だけが正しく認識され、残りの
文字は誤認識される可能性がある。
本発明によると、文字列を構成する各文字の傾斜角度が異なる場合でも、1文字ごとに直立した文字画像として補正で
き、例えば三次元環境に存在している文字列を撮影して文字認識する場合に好適な文字列の傾斜補正が行える。

③キーワード

傾斜変形、 各水平位置 、 傾斜補正処理 、 重みパターン 、 重み係数値、 X座標、 傾斜画像、 文字補正



傾いた文字を正立させる。
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